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赦会科の場所論的考察

川　久　保　勘　三　郎

Kansaburo Kawakubo

'r^^^^^^^B.^^^^^^^EfJ日　　　卓

ここに場所とは歴史的現実的世界の自己限定を意味する.だから場所論といえば世界の論理やこ

とである.との意味の世界は形式論理的に定立されたせ鼎でなく論理即事巽というべ軒政界であるo

Lかしこの意味の世界の説明から直線的に社会科にアダブもするとh性困難である.ただ社会科展

望の立脚点となるにすぎない.ここから社会科への道紘迂曲の長き道程を辿らなければならないで

あろう町との小論はその序曲にすぎないo

世　界　構　造　の　庶　理

(A)主　　　体

普通にわれわれが学問をしたり物を考えたりする場合には自分を対象化して自分自身を吟味する

ということよりも研究の対象はあくまで対象物であって客体的･対象的存在物として取扱っている

のである.だが主体というもQ抹いかにしてもこれを対象化し客体化して物の存在のようなもの七

して見ることのできないものであるかしたがって心を対象的･容体的に取りだして物と心とを或は

心と心とを相互に比紋して一般的な類概念を作ってその類概念の下に心の一般構造を考冬ることは
●  ●  ●

できないQ心は私自身であるQ単なる私で抹なくで真の意味で私の自性をなしているものであるQ

との私の自性を失えば私拭もはや真の私ではないことになる.私すなわち我とは真の我にまでなろ

うとするものである.真の意味の我になることは真の意味の我を自覚す畠ことである. ,ち.し真の意
詛�"�"�"

味の我になれたいとすればそれは自己を失ったもの自己でない他のものになってし壷うことになり

自分が自分でなくなるのであるからそれ性我にとつでは自らの死であるといわなければならない.'

｢必の本質が心理的なるものに対して特に精神的と呼ばれると1き我見抹それに単なる表象や感情や

衝動的意欲の揮沌たる流れを意味しないでそれらのものを貫いて何等かの価値に対する要求の自覚

が支配していることを意味する.価値関係的な心のはたらきそれを我々株特に精神と呼び慣れてい

るのである｡内なる働き性をとでは何ものか願紘しき婆,求むるに借する形,当にあらしめらる云

き相を揮い情熱と高い憧慢とを以て内面に於で見つめつづその巽現を要求する.イデアを見つめつ

つ努力する心それが精神的なのである　｣ (木村素衝氏表現変P. 5.),--ゲルも精神性世界をそ

の地盤とする表現的精神として把撞しているが表現は価値を見つ》つつ自己限定をするととであ

る(1)こういう意味で心はよく言われるようにパナス的である｡すなわち感ぜられる存在である.し

かし心はただ私達に感ぜられるぽかりでなくその存在の筋道を客観的にもつものである.心は真の

意味の主体的存在であって常にそれ捻真の我にまでなろうとするものでありかように真の我疫なろ

うとするところ却って叉真の我になれないという矛盾が起る.それは我にとっては生死の矛盾の申

く関ることであり生を求めて却って死に境著するというような苛しみの申-落込むことJである｡生



抑　　　　　　　　　　　　　社　会　科　の　場　廓　諭　的　考　察

死を越え海生でなく生死中生喧執してそやため却って死に追いかけられるような形になることであ

る｡生死という五Vt矛盾したものOT真月中に落込むことであるd　それは生死の矛盾, -多の分裂,

内外の捜著,可能と必然との矛盾に陥ることである｡可能というのはここでは我が真の主体として我

れになれる.自己の自性に到達できるということの可能性の意味であり,それに対してどうしても真

の我になれないという必然性が矛盾する.革は有限と無限との対立或は瞬間と永遠との矛盾という

関係が主体的存在について現われてくる.我になろうとすることと我になれないとの関係は恰も我

々が搾い沼地妃はいつ允とき右脚を上にあげようとすればざ･うするほど左脚が深く底にはいつでゆ

くようなものである｡ ｢方角を失って迷うもの枚方角によればこそ迷うのであり,もし方角のないと

とろにあるならば別に失うとともなく迷うとともない.本堂に依るが故に不覚あり無明の性は覚性C

をはなれサ--･｣ (岩波文庫本大乗起信論宇井博士駅, p.27)心は真の意味で主体的であればある痕どか

かる両極の矛盾に撞着するのである｡この両極の矛盾性無限切断という言葉で現わ●してみるととが

できると思う.この両極の矛盾娃如何にして綜合されるであろうか.人間は死を先得しているとよ

く晋われる.田生と同時に死を負っているOtである. V､かに生きようとしても必ず死ぬ有限者であ

.る｡その危機的深淵に萩を被せる日常の安易化は真理を蔽う虚妄であ･る.自己が自己になるカの弱

きは決して悪徳とはよぼれないであろう.しかし実際において.q己が自己になり庵ぬ精神の弱さは

官の悪徳千の悼徳の母胎をなしているのである.この世に生れながらの悪人という如きもののある

等がない｡彼等はただ自己が自己になり得ぬ精神の弱さを負うがために自ら苦み悩みその苦しみを

逃避しようとする余りに次から次へと悪徳を重ねてゆくのである｡しからば真に生きる道性何であ

ろうか.真に生きる道は死ぬことである.死の先取･罪悪搾重の深淵の自覚即ち自己の有限性の自

覚でなくで何であろうか.兵事甲子融八月芭蕉抹四十歳にして野晒しを覚悟につきつめたおもい敬

いだいて西六の旅に向った.探川の促庵を出るときの旬｢野晒を心に風のし心身かな｣野晒むむに
●

するというおもい絃ひとむきに療野のはてにさらされている自己の白骨を見る温いである.それは
I

彼のゆきつくところにほかならない.彼絃彼の生きる株でを見舞.しかし彼はこの悲憤な旅の中

にあって次第に彼も生きてゆげ.さうな世界のあることがわかってき充.この旅の中途で出来た｢冬
i

の月｣の冒頭の言葉｢傘は長途の雨にほころび紙衣性とまわとまわのあらしにもめたり,倍びつく

したる陀び人,われをさ-あ抹れにおぼ-ける｣ ｢死にもせぬ旅寝のはてよ秋のくれ｣ ｢年くれぬ笠

きて草牲性き孜やミらJ旅寝のわび姿のままにふ拍ゝ-つてみられるほどになつ如ミしかし彼は旅の

単粒をぬがうとはしないo　広い世界-EBれぼ出たで一層深くされた自分の底をみようとして旅をつ

づける. ｢奥のほやみち｣には｢月日は万代の過客にして往きかふ人も●また旅人なりo舟の上に生涯

をうかべ属の口をとら-て老ひをむかふるもの抹日々旅喧しで旅をすみかとすo　盲人も多く旅に死

せるあり･:-･｣とある　0*旅にして旅をすみかとするものにして勧めて旅を自己の死場所にする

覚悟が出来る.所静旅に死ぬよりほかに死場所をも兜ないものにとって抹旅は淋しく懐しいよ　この
■

芭蕉の有限の自覚は生をゆきつくすことすなわち死んで生きるということでなかろうか.一つの極
I

性主体的になり奪ってし竜うということ把よって却って他の極に通ずるということ,すなわち生死
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の両棲は無限切断であって何の共通性もな.いに拘らずむしろその故に同時に結びつくということで

あろう.生死の中の生として死と対立する生はまだ生が生にな･りきったのではない.絶対の生と性

生死を共に越え,それをその中に包むところの生である.この生は生死をその中に包む故に死を拒

む生ではなく却って死中にある生ともV,-るo真に生を知ると拭生死の結合を知ることである.坐

と死の無駄卯断が搾けれぼ揮いほど却って同時にそこに嘩びつきがあるということになる｡か('の

如き論理は無智の智の方法に●よって明かになる.無智の智と抹いかなるものであるか｡無智の智の

中から無智の智の出て来る筈はない.その智は明かに無智の中からでなく無智を越えたものから来

るのセある｡自己の中で自己を知り待ないが故に彼は真巽の無智なのである.しかし無智め智が成

立するとき彼が自らについて無智者以外の何ものでもないこ･とを知るのであるから,彼はそのとき

に真実無智の底-堕ちなければならぬo　もし堕ちないというならば,その智はいつわわであろう.

その智が真実であるならば彼はどうしても無智の底-と堕ちねぽならぬ｡そしで無智の智の底へ堕

ちたときに彼は却って無智の智に到達するのである.即ち自分の底-ゆきつくすと同時に無智の智

として浮び上るのである(3)かくして主体性パナス的であると同時に･Tlゴス的である.感動の主体

であると同時に道理の主体である.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･

(B)瞬間,永遠,世鼎,深淵｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

主体は無限切断が同時に結合であり結合が同時に無限切断であるならば｢同時｣とは一体いかな

るものであろうか.同時は主体的の意味に琴でこれを瞬間と庫ぶことができる.瞬間は絶対矛盾の

両梅が同時に自己同一であ.るという場合の同時が世界内限定として主体的に現実性をもってくると

きに,この同時が先づ瞬間として規定されるのであるoそうして瞬間がどうして現実的.摘瀧に琴

るかというと,この瞬間が世界の中にあるということによって可能になるのである｡一体何故瞬間

というようなととをいうのかといえば主体的な心の存在というもの抹瞬間毎に無限切断とその結合

に直面しているからである｡主体絃矛盾とその結合とを瞬間毎に行っているものである.心技瞬間

における矛盾と矛盾のままにして,しかも矛盾が消されているその自己同一とを放棄するととは出

来ない｡放棄すれば真の主体になれなくなる.すなわち心は瞬間毎に可能性と必然性の矛盾を綜合

し,この綜合の結びつきが瞬間の意味になるのである.かく考えてくると人間は真の意味の車体と

して真の我の心において見れば瞬間的存在であるといえる.ところが瞬間のあるところには必ずこ

れを包むものがなければならない.何故かといえば瞬間というの抹瞬間毎に矛盾に陥り自己自身を

失うものであり瞬間は瞬間毎に死んで行ぐものであるが,それにも拘らず瞬間の実連続が成立する

ためには,どうしても,それを包むものがなければならないということになるからである.ライブ

呂ッツよりア)i,ノ-の手紙第九｢パ1) -に行つ準の抹私であるが今ドイツにいるのも私であって別

人で抹ないと本当に云えるの抹叉アブ1)オ1)の(私の経験に依存しなV7)理由があるからに違いな

い.従って私の概念がこれらの異つ兜状態と結合し若しくは包含しているに違いないOでなければ

それは同一の個体ではなくでたださう見えるだけだと云えることになる.叉実際,.実体や個体的存

奄即ちそれ串ら存在する車中の本性を十充知ら在かつ舞ために本当峠何物も同じま李で抹いないCP
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だと信じた哲学者もある　｣ (河野与-氏駅ライプニッツ.･ア/i/-往復書簡P. 106)ここに包むとい

うの娃風呂敷で書物を包む場食のように薗物が他の物を包むという意味ではない｡ライ占ty.ツが不

連続の連続が経験から来るので紘ないというのは,それが場所的限定を持舞ない対象的事物の限定

から来るのではないというのと同様な意味である.経験に依春し患い即ちアブ1)オ1)であるという

のは事実をはなれた一般という意味ではなく事実が事実を場所的に限定する義である.寄算と事実

とが互に包み包まれる構造聯関を意味するのである.｡そこで瞬間的時間を包む永遠といっても動い

て行.(ものとはなれてそれと全く別に存在する動かない時間の如きものではない..一体時間は同時

の現実的意味から導き出されたのであるが同時とは時間に属すると共に笠間の規定にも属してい

る.時間を単に継起相続する直線のように考えるならば如何なる時間点も同時にあるとはいわれな

早.しかし瞬間的の時間は同時としての時間であって,それはその中に同時を求める空間的世界と

の関係を含んでいる.ここにいう含むと抹巽はそれ匿よって包まれているというJ意味である.瞬間

が世界の中にあるとい･>)意味は世界の根底をなしているととろの永遠に包まれ,それによって巽連

練を形作るとい:う意味である.即ち真の意味の時間とは瞬間毎に永遠に触れ永遠と触れながら瞬間

から瞬間-動く時間のことである.ところがとの永遠のあるとこ.ろには同時に永遠を否定するもの

がある.永遠を絶対の生であると考えるならば,との永遠を否定するも,0は死であり深淵であるQ
I

世界とは永遠と深淵との綜合着である.世界自身がこのような矛盾の自己同一的綜合着として最も

主体的な存在を持っているのであるo　そうして私の心は,このような世界の中におかれているから,
I                                                                                                                                                                        I

との世界のもつところの矛盾の自己同-的綜合着としての主体性格を自分自身に引きうげでくるの

である. 'かように心が瞬間的存在でありながら同時に世界の主体的存亮の中におかれ,それによっ
▲

て包ま叫でおると考えるときに心は真の意味での個体的存在となるのである.さうして世界は個体

を包むものとして,その中に永遠と深淵との契機を蔵しながら,それ自ら矛盾ゐ綜合においである
●

ものとして歴史的世界になると考えるのである｡

(C)個体と歴史的世鼎との関係

個体は真の自性にまで到達しようとする､ものであって従って叉他面に於で真の自己になれないと

いう自己の死とも撞著せざるを得ない存在であっ舞.かく心が自己になろうとするととは我を形成

する働きである.しかし我が世界の中におかれているという意味に於では我は絶えず世界の方から
�"�"�"�"

作られて来るという意味を持たなければならない.例えば生と死というような問題も単に個体が自

分自身を作ることから生じて来るのではなくして箕は世鼎自体が生と死との綜食費即ち永遠と深淵

との綜合着であるからこそ,その方から云わぼ行われでくるのである.世界から生れてくるもので

あるから,世界が担うところの永遠と深淵との矛盾の自己同一的綜合,生と死との無限切断の同時

的綜食というようなものを自己白身に引受けてくるわけである.かように心の存在を単に瞬間的存

在と考えるぽかりでなく真に自己白身を作ると共に,このように自己自身を作る働きが却って世界
�"�"�"�"�"�"�"�"

の側から作られてくると考えると,との自己を作ることと自己が作られることの関係紘歴史約･人

間的になってくると考-られるのである｡何故かというと元来ものを作るというとと株単なる自然
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的事物の世界にあっては出来ないことである.単なる自然観念からは創造するとか建設するとかい

う関係抜出ない.世界が単に一般的自然に止まっていては何も生むこと抹できない.世界が個体を
●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

生み個体を作る個体として考えられる時にこれを人倫的社会と呼ぶととができよう.世界は人倫的,

社会に於で自己を個体化するのである.この人倫的社会というのは民族,国民の概念と同一である｡

民族の概念は色々問題はあるが,これを歴史約･人倫的な種的社会として考えるのである｡との意

味の人倫的社会を通さなければ世界は何ものも生むと'とはせきない.一般的な人類の理念が無力で

あるの娃世界が如何にして自分自身を個体化して来るかという民族性の規先を抜きにして見るから

一である.か('して人倫的社会の論理,国家の論埋が考えられる.個体としての我が作るも.のと作ら

れるものとの綜合着として規定される場食特に製作的,文化的方面を取出せば狭義の表現的世鼻が

規定され,とこに主体,種的社会(民族,国家等),表現世鼎が世鼻構造の三契椀として考えられる｡

との三契機の異体的開明を通さなければ社会科-中道は開けないであろうo
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